
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石桜まつり 

１０月２６日（土）「♡令和から♡笑顔つながる みんなの元気」の

テーマのもとに、石桜まつりが行われました。 

オープニングでは、ＪＳＪ（児童生徒実行委員会）から各学部の

発表や作業製品販売についての紹介がありました。 

その後、各学部に分かれて、発表や作業製品販売が行われま

した。 

フィナーレでは、学部の垣根を越え、全校生で掛け声をかけな

がら、楽しくダンスを踊りました。最後に紙吹雪をまき、石桜まつり

の成功を祝しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石桜まつり（小学部） 

小学部では、日ごろ学習していることをもとに、グループごとに

劇やダンスなどを発表したり、遊び場を作って来校者と一緒に遊

んだりしました。大好きな家族や友人など、大勢のお客さんに見て

もらい、普段以上に楽しく発表する子どもたちの様子が見られま

した。子どもたちも「良くできた。」「練習の成果を出せた。」とうれ

しそうでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石桜まつり（中学部） 

中学部では、ステージ発表と作業製品販売を行いました。 

ステージ発表では、『ともに感じよう』と題し、音楽で練習した

合奏を披露したり、修学旅行の報告をしたりしました。 

作業製品販売では、作業学習で製作したカレンダーやポチ袋

などを売りました。生徒たちが大きな声で呼び掛けたこともあり、

あっという間に製品は完売してしまいました。 

生徒たちは、一人一人が自分の役割を果たし、「がんばった。」

と満足そうな様子でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石桜まつり（高等部） 

高等部の木工班、窯業班、縫製手工芸班、農業加工班では、職業の学

習で製作した製品の販売を行いました。また、産業サービス班ではカフェを

開き、お客さんをもてなしました。 

どの販売においても、販売開始前から長蛇の列ができており、たくさんの

お客さんにお買い上げいただきました。生徒たちも大忙しでしたが、一人一

人の役割をしっかりと果たし、販売を行うことができました。 

終了後に生徒達も、「楽しかった。」「たくさんのお客さんが来てうれしか

った。」と話していました。 


